
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
や
か

な
新
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

昨
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
一
つ

と
し
て
四
選
を
目
指
し
た
「
吉
川
さ
お
り

」
の
取
り
組
み
を
始
め
と
し
た
参
議
院
選

挙
、
二
つ
と
し
て
和
歌
山
県
支
部
協
結
成

50
周
年
の
取
り
組
み
が
中
心
で
し
た
。

吉
川
さ
お
り
四
選
を
目
指
し
た
取
り
組

み
は
、
会
員
や
家
族
、
そ
し
て
現
職
の
皆

さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
、
か
つ
て
な
い
取
り

組
み
を
展
開
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
見

事
に
四
選
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

一
方
、
全
国
的
に
は
自
民
党
に
対
す
る

厳
し
い
審
判
が
下
さ
れ
、
過
半
数
割
れ
に

陥
り
ま
し
た
。
公
明
党
が
連
立
を
離
脱
し
、

新
た
に
日
本
維
新
の
会
と
連
立
を
組
み
ま

し
た
が
、
そ
の
後
、
無
所
属
議
員
を
加
え

て
、
か
ろ
う
じ
て
過
半
数
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
は
、
政
策
を
実
現
す
る

絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
が
、
野
党
の
結
束

が
ま
ま
な
ら
ず
、
今
後
の
課
題
で
す
。

ま
た
、
高
市
内
閣
は
高
い
支
持
率
を
得

て
い
ま
す
が
、
総
理
が
一
人
で
走
っ
て
い

る
感
が
強
く
、
維
新
の
会
も
都
構
想
等
限

ら
れ
た
政
策
の
み
を
強
引
に
押
し
進
め
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
ま
る
で
ガ
ラ
ス
細
工

の
よ
う
な
連
立
内
閣
で
、
脆
さ
を
抱
え
て

い
ま
す
。
今
後
、
冷
静
に
見
守
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

結
成
50
周
年
の
取
り
組
み
は
、
１
９
７

５
年
に
結
成
さ
れ
て
以
来
、
１
９
９
３
年

つれもていこら
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に
９
か
所
の
地
区
協
議
会
が
結
成
さ
れ
、

現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
、
総
会
と
セ
ッ
ト
で
記
念
レ
セ
プ

シ
ョ
ン
を
開
催
し
、
50
周
年
記
念
誌
も
発

刊
い
た
し
ま
し
た
。
全
会
員
の
皆
さ
ん
に

配
布
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
各
地
区
協

に
配
布
し
て
い
ま
す
の
で
、
機
会
が
あ
れ

ば
50
年
の
歴
史
を
見
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

先
輩
の
皆
さ
ん
の
ご
苦
労
と
尽
力
を
し

っ
か
り
噛
み
し
め
、
い
く
つ
か
の
課
題
は

あ
り
ま
す
が
、
結
成
時
の
“
想
い
”
「
会

に
入
れ
ば
皆
平
等
」
「
居
住
地
で
団
結
、

す
な
わ
ち
地
区
協
の
発
展
」
を
大
切
に
、

こ
れ
か
ら
も
頑
張
る
決
意
で
す
。

後
輩
た
ち
が
続
く
限
り
、
退
職
者
の
会

は
不
滅
で
す
。

さ
て
、
今
年
は
午
年
（
丙
・
ひ
の
え
）

女
性
や
出
生
に
関
す
る
迷
信
も
あ
り
ま
し

た
が
、
淘
汰
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
午
と
言
え
ば
、
白
馬
が
嘶
き
主
人

公
が
悪
人
を
や
っ
つ
け
る
シ
ー
ン
が
目
に

浮
か
び
ま
す
。
私
た
ち
も
努
力
し
、
白
馬

に
乗
っ
た
主
人
公
が
悪
を
正
し
、
国
民
の

幸
せ
を
求
め
て
出
現
す
る
こ
と
を
期
待
し

ま
す
。

 和歌山県支部協議会
発行責任者 藤田 利章
編集責任者 栗谷 和宗

〒640-8146 和歌山市一番丁５
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NTT 労働組合退職者の会

Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
働
組
合
退
職
者
の
会

和
歌
山
県
支
部
協
議
会  

会
長

藤
田
利
章

新
年
あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

熊野本宮大社 本殿

今年の干支 （丙午）
熊野本宮大社神門
に掲げられた絵馬

（田辺市本宮町）
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和
歌
山
県
支
部
協
議
会
第
27
回
定

期
総
会
は
、
10
月
25
日(
土)

に
和
歌

山
市
の
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
和
歌

山
に
て
開
催
さ
れ
、
急
遽
、
駆
け
つ

け
て
い
た
だ
い
た
参
議
院
議
員
石
橋

み
ち
ひ
ろ
様
か
ら
の
ご
祝
辞
か
ら
始

ま
り
ま
し
た
。

総
会
は
御
坊
・
日
高
地
区
協
の
村

上
会
長
が
議
長
に
選
出
さ
れ
、
開
催

に
あ
た
り
、
県
支
部
協
藤
田
会
長
か

ら
、
参
議
院
選
挙
の
吉
川
四
選
へ
の

取
り
組
み
に
対
す
る
役
員
・
会
員
・

会
員
家
族
へ
の
御
礼
と
、
「
今
年
は

結
成
50
周
年
の
節
目
を
迎
え
、
地
区

協
議
会
と
更
な
る
連
携
を
図
り
、
諸

活
動
の
充
実
に
現
・
退
一
致
で
取
り

組
み
ま
す
」
と
力
強
い
挨
拶
が
あ
り
、

「
後
輩
た
ち
が
続
く
限
り
、
退
職
者

の
会
は
不
滅
で
す
。
」
と
結
ば
れ
ま

し
た
。

議
事
で
は
、
上
田
事
務
局
長
か
ら

活
動
報
告
と
活
動
方
針(

案)

の
提
案
、

尾
野
副
会
長
か
ら
決
算
報
告
と
予
算

(

案)

の
提
案
が
あ
り
、
高
田
会
計
監

査
か
ら
監
査
結
果
報
告
が
行
わ
れ
た

後
、
活
動
報
告
・
会
計
報
告
・
会
計

監
査
報
告
、
及
び
２
０
２
５
年
度
活

動
方
針(

案)

・
予
算(

案)

は
、
満
場

一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
の
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
は
、
県

支
部
協
瀧
本
前
会
長
の
力
強
い
乾
杯

の
音
頭
で
始
ま
り
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム

で
盛
り
上
が
り
、
最
後
に
懐
か
し
い

「
全
電
通
歌
」
を
壇
上
で
ス
ク
ラ
ム

を
組
ん
で
合
唱
す
る
な
ど
、
50
周
年

記
念
に
相
応
し
い
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
と

な
り
ま
し
た
。

県支部協 藤田会長

石橋参議院議員

和
歌
山
県
支
部
協
第
27
回
定
期
総
会 

＆

50
周
年
記
念
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
を
開
催

◆
◆
50
周
年
記
念
誌
も
発
刊
◆
◆

壇上で全電通歌合唱

総 会 村上議長尾野副会長

レセプション

50周年記念誌

県支部協瀧本前会長
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支
部
協
第
27
回
総
会
で
副
会
長
に

就
任
い
た
し
ま
し
た
小
林
で
す
。
田

辺
・
西
牟
婁
地
区
協
会
長
と
の
兼
務

と
な
り
ま
し
た
。
二
足
の
わ
ら
じ
と

な
り
ま
す
が
、
歩
幅
を
合
わ
せ
一
歩

一
歩
、
役
割
を
果
た
し
て
い
き
ま
す
。

会
員
各
位
の
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

役
員
退
任
の
ご
挨
拶

深
見
邦
男

新
役
員
の
ご
挨
拶

和
歌
山
県
支
部
協
議
会

副
会
長

小
林

茂

永
年
役
員
・
退
任
役
員
の
表
彰
者

（
敬
称
略
）

【
永
年
役
員
・
20
年
】

松
本

光
生

（
新
宮
東
牟
婁
）

【
永
年
役
員
・
15
年
】

該
当
者
な
し

【
永
年
役
員
・
10
年
】

水
田

守
一

（
県
支
部
協
）

田
中

源
一

（
橋
本
伊
都
）

山
本
千
寿
子

（
那
賀
）

家
本

光
和

（
和
歌
山
市
）

深
見

邦
男

（
田
辺
西
牟
婁
）

平
澤

博
美

（
串
本
）

竹
田

正
俊

（
串
本
）

【
永
年
役
員
・
５
年
】

乾

伊
佐
子

（
県
支
部
協
）

【
退
任
役
員
】

該
当
者
な
し

第
27
回
定
期
総
会
で
の
退
任
、
新

任
の
役
員
を
紹
介
し
ま
す
。

【
退
任
】

深
見
邦
男
さ
ん
は
、
事
務
局
次
長

を
４
年
に
渡
り
担
っ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ご
尽
力
を
頂
き
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
田
辺
西
牟
婁
地

区
協
で
の
事
務
局
長
は
引
き
続
き
担

っ
て
い
た
だ
く
こ
と
か
ら
、
今
後
も

益
々
の
ご
活
躍
と
ご
健
康
を
願
っ
て

い
ま
す
。

【
新
任
】

小
林
茂
さ
ん
を
副
会
長
と
し
て
迎

え
ま
す
。
田
辺
西
牟
婁
地
区
協
会
長

と
の
兼
務
に
な
り
ま
す
が
、
豊
か
な

経
験
を
活
か
し
た
活
動
に
期
待
し
て

い
ま
す
。

「
２
０
２
５
年
度
和
歌
山
県
支
部

協
議
会
役
員
」
（
敬
称
略
）

会
長

藤
田

利
章

副
会
長

尾
野

成
子

〃

栗
谷

和
宗

〃

水
田

環

〃

小
林

茂
（
新
）

事
務
局
長

上
田

長
司

２
０
２
１
年
よ
り
４
年
間
、
和
歌

山
県
支
部
協
議
会
事
務
局
次
長
と
し

て
、
先
輩
役
員
の
皆
様
の
御
指
導
を

い
た
だ
き
な
が
ら
何
と
か
務
め
て
ま

い
り
ま
し
た
。

田
辺
・
西
牟
婁
地
区
協
議
会
の
事

務
局
長
と
兼
務
で
し
た
の
で
、
今
後

は
地
区
協
の
活
動
に
重
点
を
お
い
て
、

他
の
役
員
と
力
を
合
わ
せ
て
、
会
員

皆
様
の
意
向
を
反
映
さ
せ
な
が
ら
活

動
を
進
め
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

事
務
局
次
長

矢
田

義
宗

〃

大
﨑

慶
樹

〃

香
西

英
生

〃

水
田

守
一

〃

乾

伊
佐
子

〃

辻
本

千
代

〃

出
口

雅
己

会
計
監
査

高
田

幸
嗣

〃

太
田

敏
和

20年永年表彰

松本光生さん

◆
つ
れ
も
て
い
こ
ら

◆
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

 
  

退
職
者
の
会
中
央
協
議
会
の
２
０

２
４
年
度
全
国
機
関
紙
コ
ン
ク
ー
ル

に
お
い
て
、
和
歌
山
県
支
部
協
の
機

関
紙
「
つ
れ
も
て
い
こ
ら
」
が
、
３

回
目
の
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

ま
た
、
初
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
コ
ン

ク
ー
ル
に
お
い
て
も
、
努
力
賞
を
受

賞
し
、
第
27
回
総
会
に
来
賓
と
し
て

来
ら
れ
た
、
中
央
協
小
宮
副
会
長
か

ら
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

地
区
協
か
ら
の
記
事
提
供
、
会
員

か
ら
の
投
稿
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

「
努
力
賞
受
賞
！
」

「
優
秀
賞
受
賞
！
」
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橋
本
・
伊
都
地
区
協
議
会

新
役
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

「
２
０
２
５
年
度
橋
本
・
伊
都
地
区

協
議
会
役
員
」
（
敬
称
略
）

会
長 
硲
石

泰
志

副
会
長 

北
村

幸
子

事
務
局
長

 

大
谷

春
男

事
務
局
次
長

池
尻
あ
り
さ

（
会
計
担
当
）

事
務
局
次
長

大
林

公
一

〃

高
田

修

〃

 

野
木

裕
子

会
計
監
査

軒

幸
代

〃

上
田

長
司

県
支
部
協
派
遣
役
員

副
会
長

 

尾
野

成
子

事
務
局
長

 

上
田

長
司

 

橋
本
・
伊
都
地
区
協
議
会

    

事
務
局
長 

大
谷
春
男

各
地
区
協

第
27
回
総
会
模
様

第
27
回
定
期
総
会
は
、
12
月
６
日

（
土
）
に
橋
本
市
神
野
々
の
「
ゆ
の

里
」
に
お
い
て
、
会
員
28
名
来
賓
３

名
の
参
加
を
得
て
開
催
し
ま
し
た
。

さ
わ
や
か
な
野
木
裕
子
さ
ん
司
会

に
よ
る
開
会
宣
言
で
始
ま
り
、
議
長

に
北
村
幸
子
さ
ん
を
選
出
後
、
物
故

会
員
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る
た
め

黙
祷
を
捧
げ
ま
し
た
。

続
い
て
硲
石
会
長
よ
り
、
地
区
協

活
動
へ
の
協
力
感
謝
と
、
寒
さ
が
厳

し
く
な
る
中
で
健
康
に
十
分
留
意
し

て
ほ
し
い
と
挨
拶
が
あ
り
、
ご
臨
席

頂
い
た
来
賓
の
退
職
者
の
会
県
支
部

協
議
会
藤
田
会
長
、
グ
ル
ー
プ
連
絡

会
吉
田
会
長
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
和
歌
山
支
店

徳
田
事
業
推
進
室
長
か
ら
祝
辞
の
ご

挨
拶
を
頂
き
ま
し
た
。

参
議
院
議
員
の
吉
川
さ
お
り
様
か

ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
披
露
後
、
議
案

の
審
議
へ
と
進
み
、
各
種
報
告
・
諸

施
策
・
予
算
の
提
案
説
明
が
あ
り
、

全
議
案
い
ず
れ
も
全
会
一
致
で
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
諸
施
策
の
一
つ
で
あ
る
日

帰
り
旅
行
は
、
隔
年
実
施
か
ら
毎
年

実
施
に
な
り
ま
し
た
。

役
員
関
係
で
は
、
田
中
源
一
さ
ん

が
一
身
上
の
都
合
で
役
員
を
退
き
ま

し
た
。
副
会
長
の
重
責

を
長
き
に
渡
り
ご
尽
力

頂
き
深
く
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

総
会
終
了
後
は
懇
親

会
に
入
り
、
ギ
タ
ー
演

奏
の
飛
び
入
り
や
、
久

方
ぶ
り
に
旧
交
を
温
め

、
大
盛
り
上
が
り
の
中

散
会
と
な
り
ま
し
た
。

帰
り
に
は
橋
本
特
産

の
卵
、
会
員
手
作
り
か

き
餅
の
お
土
産
も
あ
り

ま
し
た
。

 

那
賀
地
区
協
議
会

第
27
回
定
期
総
会
は
、
11
月
５
日

(

水)

に
岩
出
市
の
「
ホ
テ
ル
い
と
う

」
に
て
、
和
歌
山
県
支
部
協
藤
田
会

長
、
和
歌
山
県
グ
ル
連
吉
田
会
長
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
和
歌
山
支
店
徳
田
事
業
推
進

室
長
を
お
迎
え
し
、
17
名
の
参
加
に

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

門
阪
会
長
挨
拶
の
後
、
ご
来
賓
を

代
表
し
て
藤
田
会
長
よ
り
ご
祝
辞
を

頂
き
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
開

会
し
ま
し
た
。

議
長
に
大
西
さ
ん
を
選
出
し
、
経

過
報
告
・
会
計
報
告
に
続
き
、
来
年

度
の
方
針
が
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

懇
親
会
で
は
恒
例
の
カ
ラ
オ
ケ
披

露
が
始
ま
り
、
最
後
に
徳
田
室
長
に

よ
る
「
明
日
が
あ
る
さ
♬
」
で
盛
り

上
げ
て
頂
き
、
久
々
に
顔
を
合
わ
せ

た
懐
か
し
い
メ
ン
バ
ー
の
近
況
報
告

で
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

な
お
、
11
年
間
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
門
阪
会
長
が
退
任
さ
れ
、
新
年

度
役
員
体
制
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
も
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

挨拶する門阪会長
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「
２
０
２
５
年
度
那
賀
地
区

協
議
会
役
員
」
（
敬
称
略
）

 

会
長

 

岡

則
夫

副
会
長

 

山
本
千
寿
子

 

副
会
長

 

大
西

則
雄

事
務
局
長

 

志
野

弘
明

幹
事
会
計
監
査 

中
西

廣
策

 

〃

 
 

西
浦

高
子

 

幹
事

 

辻
本

和
男

 

〃 
 
 
 
  
 
 
 
 
 

谷
口

涼
司

〃

 
 
 

太
田

悦
夫

〃

 
 
 

井
畑

功

〃

 
 
 

奥

幸
江

〃
県
会
計
監
査 

高
田

幸
嗣

 

顧
問

 

門
阪

篤

 

那
賀
地
区
協
議
会

 

会
長

岡

則
夫

和
歌
山
市
地
区
協
議
会

11
月
11
日
（
火
）
11
時
か
ら
ダ
イ

ワ
ロ
イ
ネ
ッ
ト
ホ
テ
ル
和
歌
山
に
て
、

「
第
27
回
定
期
総
会
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

総
会
は
議
長
に
林
真
理
子
さ
ん
を

選
出
し
、
家
本
会
長
の
挨
拶
を
皮
切

り
に
支
部
協
藤
田
会
長
や
、
来
賓
の

方
々
か
ら
お
祝
い
の
お
言
葉
や
激
励

を
頂
き
、
各
種
報
告
と
方
針
、
予
算

は
満
場
一
致
の
承
認
、
新
役
員
に
三

田
英
弥
副
会
長
、
山
下
妙
子
事
務
局

次
長
、
奥
野
な
な
み
会
計
監
査
も
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

新
体
制
を
代
表
し
て
、
家
本
会
長

か
ら
、
『
新
し
い
人
も
加
わ
り
パ
ワ

ー
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。
会
員
の
皆
様

と
一
体
と
な
り
頑
張
っ
て
い
き
ま
す

の
で
、
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
』
と
、
力
強
い
挨
拶
が
あ
り
、

無
事
に
終
了
し
ま
し
た
。

引
き
続
き
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
、

小
細
先
生
に
よ
る
ピ
ア
ノ
演
奏
を
聴

き
な
が
ら
の
食
事
会
、
「
六
甲
お
ろ

し
」
が
始
ま
る
と
重
鎮
の
皆
様
が
壇

上
に
上
が
っ
て
、
大
き
な
声
で
歌
い

盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

今
年
も
太
田
さ
ん
と
奥
野
さ
ん
が
フ

ラ
ダ
ン
ス
を
披
露
し
て
く
だ
さ
り
、

楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

懇親会で久々の再会

和
歌
山
市
地
区
協
議
会

事
務
局
次
長

西
村
輝
美

総会

家本会長・林議長

太田さん・奥野さん

六甲おろしを合唱
中野さん
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幹
事
（※

は
新
任
）

山
東
泰
男
・
出
口
雅
己
・
西
村

輝
美
・
林
真
理
子
・
中
野
純
江

・
香
西
英
生
・
榎
本
雅
章
・
瀬

藤
三
恵
子
・
細
江
純
二
・
山
下

妙
子
・
今
城
晶
造
・
垣
統
夫
・

辻
義
弘
・
小
塩
栄
一
・
辻
本
隆

弘
・
杉
泰
伸
・
三
田
英
弥
・
冨

田
春
子
・
滝
本
節
子
・
長
谷
川

厚
子
・
中
澤
純
一
・
片
山
政
一

・
小
野
寺
尚
美
・
中
井
栄
子
・

家
本
光
和
・
向
井
裕
次
・
仮
屋

順
平
・
前
川
秀
夫
・
大
﨑
慶
樹

・
嶋
本
哲
二
・
太
田
敬
子
・
椿

原
達
三
・
木
野
和
子

県
支
部
協
派
遣
役
員

事
務
局
次
長

香
西

英
生

〃

大
﨑

慶
樹

〃

乾

伊
佐
子

〃

出
口

雅
己

会
計
監
査

太
田

敏
和

役
員

 
 

会
長

家
本

光
和

副
会
長

長
谷
川
厚
子

〃

三
田

英
弥

事
務
局
長

香
西

英
生

事
務
局
次
長

出
口

雅
己

〃

西
村

輝
美

〃

山
下

妙
子

会
計
監
査

島
田
三
智
子

〃

奥
野
な
な
み

「
２
０
２
５
年
度
和
歌
山
市
地
区

協
議
会
役
員
」
（
敬
称
略
）

海
南
・
海
草
地
区
協
議
会

地
区
協
総
会
模
様
は
、
15
頁
へ
続
く

な
お
、
役
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

「
２
０
２
５
年
度
海
南
・
海
草

地
区
協
議
会
役
員
」
（
敬
称
略
）

会
長

畑
中

厚
嘉(

新)

副
会
長 

 

楠
本

章
代

〃

保
田

鈴
子

事
務
局
長

岡
本

猛

会
計
監
査

長
谷
川
清
史

〃   
 

高
橋

正
子

第
27
回
定
期
総
会
は
、
12
月
７
日
に

海
南
商
工
会
議
所
大
ホ
ー
ル
に
て
会
員

20
名
、
来
賓
４
名
出
席
の
も
と
開
催
い

た
し
ま
し
た
。

椎
木
尾
和
直
さ
ん
の
司
会
で
始
ま
り
、

議
長
に
吉
村
建
一
郎
さ
ん
を
選
出
し
、

保
田
副
会
長
の
開
会
の
挨
拶
の
後
、
来

賓
の
県
支
部
協
藤
田
会
長
・
グ
ル
ー
プ

連
絡
会
吉
田
会
長
・
和
歌
山
支
店
徳
田

事
業
推
進
室
長
・
海
南
市
神
出
市
長
か

ら
、
ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
参
議
院
議
員
吉
川
さ
お
り
様

か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
紹
介
し
て
議
事

に
入
り
、
今
年
度
の
活
動
報
告
と
会
計

報
告
・
来
年
度
の
活
動
方
針
案
・
予
算

案
等
の
提
案
を
行
い
、
満
場
一
致
で
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

 

海
南
・
海
草
地
区
協
議
会

 

事
務
局
長

岡
本

猛

２
０
２
５
年
度
第
１
回

 

地
区
協
代
表
者
会
議
を
開
催

（
和
歌
山
県
支
部
協
）

12
月
12
日(

金)

、
和
歌
山
支
店
４
Ｆ

会
議
室
で
第
１
回
地
区
協
代
表
者
会
議

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
全
て
の
地
区
協

の
総
会
が
終
了
し
、
新
し
く
会
長
に
な

ら
れ
た
地
区
協
も
あ
り
冒
頭
に
自
己
紹

介
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

藤
田
会
長
の
挨
拶
に
続
き
、
上
田
事

務
局
長
よ
り
、
第
１
回
拡
大
支
部
協
代

表
者
会
議
の
報
告
、
及
び
県
支
部
協
の

今
年
度
活
動
方
針
の
具
体
化
が
提
案
さ

れ
ま
し
た
。

具
体
的
な
方
針
と
し
て
、
▼
機
関
紙

「
つ
れ
も
て
い
こ
ら
」
の
発
行
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
取
り
組
み
▼
ジ
ェ
ン
ダ
ー

平
等
推
進
委
員
会
に
よ
る
活
動
の
推
進

▼
大
規
模
災
害
時
の
連
絡
体
制
の
確
認

▼
健
康
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
や
、
お
元
気

で
す
か
コ
ー
ル
の
取
り
組
み
等
に
つ
い

て
活
発
な
議
論
が
さ
れ
ま
し
た
。

第
２
部
の
「
忘
年

の
集
い
」
で
は
、
三

味
線
・
尺
八
・
ギ
タ

ー
・
キ
ー
ボ
ー
ド
や

手
製
の
楽
器
と
い
う

異
色
の
組
み
合
わ
せ

に
よ
る
演
奏
を
バ
ッ

ク
に
し
た
歌
や
踊
り

を
楽
し
み
ま
し
た
。

中
で
も
、
「
津
軽
じ
ょ
ん
が
ら
節
」

は
、
三
味
線
の
力
強
さ
と
尺
八
の
音
色

が
ギ
タ
ー
の
リ
ズ
ム
と
重
な
り
合
い
、

ひ
と
き
わ
力
強
く
響
き
渡
っ
て
い
ま
し

た
。
久
し
ぶ
り
の
再
会
を
会
話
や
お
酒
、

音
楽
を
楽
し
み
な
が
ら
、
大
い
に
盛
り

上
が
り
親
睦
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
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新年のあいさつ
2026年、新たな年を迎えました。2025年は私、吉川さおりにとって節目の

年であり、７月の参院選において全国各地の退職者の会の先輩の皆様から温
かく多大なご支援を賜り、非常に厳しい状況下で４期目の議席を参議院に預
けていただきました。誠にありがとうございました。
私、吉川さおりは昨年10月21日に召集された国会において参議院総務委員

会の委員長に選任されました。総務委員会は、行政制度、地方行財政、選挙、
消防、情報通信、郵政事業など国民生活に密接に関わる分野を所管し、2007
年の初当選以来、一貫して所属している委員会でもあります。
これまでは経済産業委員会で委員長を２度務めましたが、ホームグラウンド
である総務委員会での委員長の任に改めて身の引き締まる思いです。
総務委員長の任にある間は、公正中立の立場から国会質疑に立つことはか

ないませんが、立法府たる国会で闊達な議論ができるようにするとともに、
少数与党下で緊張感とバランスある運営となるよう尽力してまいります。

また、初当選からこれまで政策の３本柱として掲げた社会保障「いきる」、消防防災「まもる」、
情報通信「つなぐ」についても引き続き取り組みます。2026年は昨年までのようにＮＴＴ法等の改
正は想定されていませんが、情報通信関連法案は想定されていますし、労働法制や社会保障の議論
も見込まれます。
国会での活動を通じて誰もが誇りを持って働ける環境を、そして誰もが安心して年を重ねること

のできる社会をつくるべく、初心と感謝の気持ちを常に携え、前を向いて進んでまいります。
本年もどうかよろしくお願い申し上げます。

新年のあいさつ
 NTT労働組合退職者の会・和歌山県支部協の皆さま、新年明けましておめ

でとうございます。旧年中も引き続き、私の政治活動に対し、大きなご支援
・ご声援を賜り、誠にありがとうございました。
おかげさまで、私の国政活動も16年目に入り、お預かりしている３期目の任
期も折り返し点を過ぎました。今期も、参議院立憲民主党の国会対策委員長
筆頭代理と参議院議院運営委員会の野党筆頭理事を継続して拝命し、国会運
営全般に責任を持つ立場で日々、国政に邁進をしております。
昨年７月の参議院選挙では、一昨年の衆院選に続いて自民党が敗北し、歴史
上初めて自民党が衆参両院で過半数割れに至り、26年続いた自公政権が崩壊
することとなりました。その後、新たに自民党と維新の会の連立政権が発足
して高市早苗総理大臣が誕生し、衆参両院で少数与党にもかかわらず高い支
持率を背景に、憲法９条の改悪や防衛費／軍事費の大幅な増額を進めようと
する一方で、労働時間上限規制の緩和や社会保障費の大幅削減を打ち出すな
ど、極めて憂慮すべき事態が生じています。昨年の臨時国会中、一部無所属
議員が自民党会派に合流し、衆議院では与党の過半数割れが解消しましたが

参議院でなお少数が続く中、来たる通常国会でどのような仕掛けをしてくるか、注視が必要です。
今、物価高騰が続く中、実質賃金は下落を続け、年金も増えず、医療や介護も利用者負担の増加が

続くとともに、医療や介護の崩壊リスクが高まっています。私たちは、なんとしても平和を次代につ
なぎ、すべての国民の安心・安全を守り続けるために、労働法制と社会保障制度の立て直しを図り、
その将来にわたる持続性・安定性を確保するための税制改革を断行していかなければなりません。そ
れが出来るのはやはり立憲民主党だけであり、私もその一翼を担い、今後もご期待にお応え出来るよ
う頑張って参りますので、どうか今年も引き続きのご支援とご指導をいただきますよう、宜しくお願
い致します。                                 

２０２６年１月
参議院総務委員長
参議院議員 吉川 沙織

２０２６年１月吉日
参議院議員 石橋みちひろ
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 ちょっと

温泉へいこらよ！ 

地元地区協会員お薦め

田辺・西牟婁地区協議会
会長 小林 茂

所在地  ：和歌山県西牟婁郡白浜町向平504
  0739-53-0366

営業時間：入浴場 10:30～18:00（閉店）
温泉水販売  8:00～18：00
食堂・売店 10:30～13：30

入浴料金：大人650円 小人400円
休業日 ：12月31日～1月3日
交 通：▼紀勢自動車道日置川ICを降りて、

日置川沿いの県道37号線を上流に
向かい約20分

1934年、日置川のほとりに僅かに湧出していた温
泉を掘削したのが、現在の「えびね温泉」です。

泉質はアルカリ性単純硫黄温泉で、入浴効能はアト
ピー性皮膚炎、不眠症、腰痛、冷え症、胃腸機能低下、
ストレス、疲労回復 等々。飲用効能は糖尿病、高コ
レステロール血症があげられています。浴室に入ると
硫黄の微かな香り漂い、湯舟には約３８度の源泉が適
温に温められ、かけ流しで溢れています。蛇口やカラ
ン、シャワーからも源泉が出ます。

眺める風景は眼下に川底の石や魚影も見える清流、
日置川。その向こうには深緑の紀伊山地の山々が佇ん
でいます。のんびりとゆっくりといつまでも浸かって
いたい温泉です。

風呂上りは併設されている食堂で腹ごしらえ。お勧
めは「えびね温泉ダシのこだわりうどん」です。

硫黄のほんのりと香る温泉ダシは食欲をそそり最後
まで飲み干せます。お冷もコーヒーも温泉水を使って
います。家庭での飲料水としても人気があり、他府県
からも多くの方々が購入に訪れます。

給水設備も整っており、温泉水が出るホース付き蛇
口が１７個もあり、普通車以外にも軽四トラックや大
型バン等で運搬してきたポリタンクへ給水しています。

お肌はしっとりと、健康増進も図られる「えびね温
泉」に出かけませんか。

「浸かって良し、飲んで良し」 

えびね温泉

（田辺・西牟婁地区協議会）

今年の健康講座は「やってみよう！人生会議」です。
「人生会議とは何をするの？」との講師からの問い掛
けから始まり、人生の最後を「自分らしく」締めくく
れるようにするための手順等を受講しました。
   

和歌山県医務課作成の「わたしノート 私のことと
健康について」を使い、自身が大事にしていることや
望んでいること、人生最終段階での「医療やケア」に
ついて記入しました。 

「自分らしく」人生を締めくくるためには、家族や
友人・知人とのコミュニケーションが重要であること
を改めて確信しました。

田辺・西牟婁地区協議会
事務局次長 谷口孝夫

◉開催日 ：2025年10月14日（火）
◉場所 ：田辺市中部公民館
◉参加人数：26名
◉テーマ ：“やってみよう人生会議”

人生の最終段階における医療
・ケア意思決定について

◉講師 ：田辺市保健課 保健師

健康講座だより



海南・海草地区協議会

事務局長   岡本 猛  

＜９＞ NTT労働組合退職者の会 和歌山県支部協議会 ２０２６年１月１日

10月15日、海南ノビノスにて第4回秋のライブを

開催しました。

当日は会員の皆様をはじめその家族・友人等66名が

集まり、当会の会員2名がそれぞれのグループでステ

ージに立ち、二人が日頃から楽しんでいる音楽活動の

様子を、会員の皆様にも楽しんでいただけるよう開催

しました。

第１部は、キーボード演奏にのせて電電コメッツの

３名が懐かしいポップス歌謡を披露し、当時を思い出

しながら口ずさむ姿も見られました。

続く第2部では、ピアノ・コントラバス・ドラムに

よるジャズトリオが登場。「枯葉」など、秋の訪れに

ぴったりのジャズナンバーを生演奏で楽しみました。

豊かな音色と軽快なリズムに、会場は心地よい一体感

に包まれました。

参加者からは「懐かしい曲に元気をもらった」「生

の演奏はやっぱり素晴らしい」との声も多く寄せられ、

笑顔あふれる音楽のひとときとなりました。

懐かしの
ポップス歌謡と

秋を感じるジャズの調べ

音楽ライブ開催！

手
芸
サ
ー
ク
ル

『
Ｂ
Ｂ
ク
ラ
フ
ト
』

（
和
歌
山
市
地
区
協
議
会
）



11月６日（水）、グラウンドの樹木も秋色
に染まる中、飛び入り参加を含め９名が集い、
豪華賞品？を目指して日頃の練習の成果を競い
合いました。

87歳の方の元気あふれるプレーには皆が感
心し、大会は一層の盛り上がりを見せました。
栄えある優勝は、岩淵さんが獲得されました。

＜１０＞  NTT労働組合退職者の会 和歌山県支部協議会 ２０２６年１月１日

10月29日（水）秋晴れの田辺市文里の多目的グラウ
ンドで第21回グラウンドゴルフ大会を開催しました。

26名の参加者の中には１年ぶりにクラブを握る会員
もおられましたが、日頃の練習の成果を大いに活かし、
ホールインワンも多数の参加者が達成されました。ホー
ルインワン賞が足らなくならないかと心配しましたが、
なんとか賄えました。

今回はコース設定の不手際で回るコースの順番等で混
乱することもありましたが、ほぼ予定通りに終了するこ
とが出来ました。参加いただいた皆様、お疲れ様でした。

田辺・西牟婁地区協議会
副会長 釣本文子

優勝 笠松千鶴子
２位 新堀 定男 
３位 中田八重子 

11月18日（火）日高川町「はやぶさグラウンド」
にてグラウンドゴルフ大会をしました。 
参加者13名で小粒雨の天気でしたが？3ゲームできま
した。 

優勝者は稲田賢次氏！ 
参加者は記念品と参加賞を頂き、

無事に 終了しました。 

御坊・日高地区協議会

御坊・日高地区協議会  
事務局長 林 修造

グラウンドゴルフ大会

田辺・西牟婁地区協議会

海南・海草地区協議会

海南・海草地区協議会
事務局長 岡本 猛

おめでとうございます
◆大会の成績



＜１１＞  NTT労働組合退職者の会 和歌山県支部協議会 ２０２６年１月１日

インフルエンザは感染力が強く、人の集まるところで
広まりやすいのです。感染して２～３日すると急に高熱
が出て、咳・くしゃみ・筋肉痛等の症状が出ます、
今年は例年よりおよそ１か月早く流行しています。

乾燥していない部屋で安静にして、熱を下げる工夫をし
たりすると10日間程で治ります。

感染症から身を守るために!! 和歌山県支部協議会
事務局次長  乾伊佐子

①ワクチン接種
②手洗い、マスクの着用
③定期的な換気

水で手をしっかり濡らした後に、石鹸をつけること。
手をこすり石鹸を泡立てて、まず指先を立てて手のひら
で指先・爪の間をこすり、指の間・手の甲・手首まで順
序だてて洗いましょう。
石鹸が残らないように水で流し、水気は残さず拭きと

って下さい。

鼻の部分は上から押すように
して、顔にフィットさせる。
下の部分は顎下まで覆うよう

にしっかり伸ばす。

感染予防のために頻回に手洗い
し、流行時期はマスクをしましょう！

インフルエンザ

帯状疱疹の原因は、「水痘・帯状疱疹ウィルス」です。
子供の頃に９割の方が「水ぼうそう」として感染してい
ます。子供の頃に感染した水痘・帯状疱疹ウィルスは、
普段は知覚神経の神経節に潜んで休眠しています。
発症のリスクは、50代から上昇し、70代でピークを迎

え、80歳までに3人に1人が発症します。

体の片側にピリピリ、ジンジン、ズキズキした痛
みや痒み、焼けるような違和感です。
これらの症状では、数日前から１週間程前に現れる
ことが多いです。
その後、痛みを伴う赤い発疹や、水ぶくれが帯状

に広がります。発熱やリンパ節の腫れを伴うことも
あります。この様な症状が出たら、早急に皮膚科を
受診しましょう。
また、皮膚症状がなくても、気になる症状がある

時は、かかりつけ医や、近くのペインクリニックを
受診しましょう。

最大の原因は加齢、疲れ、生活の変化、精神的ス
トレス、糖尿病、がん、抗がん剤の投与などです。
50歳以上でストレスが多い人はハイリスク!!

どちらも免疫力の低下を招くからです。

１．予防対策！

２．手洗いのポイント！

３．マスクのつけ方！

◆感染予防の徹底！◆

帯 状 疱 疹

1．前兆は！

２．発症しやすい人の特徴は！

◆予防にはワクチンガ有効！◆

ビケン シングリックス

1回 2回
（2か月後に2回目）

50～60％ 90％以上

5年程度 9年以上

 8,800円 23,100円×2

 3,000円   6,000円×2

・接種料金は補助金等、自治体に確認して下さい。
・ワクチンは２種類あります。

90歳

令和7年4月1日～令和8年3月31日に接種

昭和35年4月2日～昭和36年4月1日生

昭和30年4月2日～昭和31年4月1日生

昭和25年4月2日～昭和26年4月1日生

昭和20年4月2日～昭和21年4月1日生

昭和15年4月2日～昭和16年4月1日生

昭和10年4月2日～昭和11年4月1日生

85歳

定期接種の対象者

65歳

70歳

75歳

80歳

ワクチン の種類

接種回数

予防効果

持続期間

接種料金

接種料金（定期
　　接種対象者）



◎５位までの表彰者
  ◆男性（参加人数 57人） 

１位 田中 康仁（NTT退職者 有田郡市）
２位  貴志 源次（NTT退職者 和歌山市）
３位  平松 康良（和歌山県職員退職者）
４位   雨積 康雄（和歌山県職員退職者）
５位  門阪 篤  （NTT退職者 那賀）

◆女性（参加人数 22人）
１位  滝本 節子（NTT退職者 和歌山市）
２位  松本多喜子（NTT退職者 御坊日高）
３位  玉置 照子（NTT退職者 有田郡市）
４位  半田 悦子（NTT退職者 那賀）
５位   山本千寿子（NTT退職者 那賀）

＜１２＞  NTT労働組合退職者の会 和歌山県支部協議会 ２０２６年１月１日

10
月
16
日
（
木
）
、
退
職
者
連
合

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
主
催
の
２
０

２
５
年
ハ
イ
キ
ン
グ
「
ク
ラ
シ
ッ
ク

音
楽
と
大
阪
城
ハ
イ
キ
ン
グ
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

出
発
式
は
野
外
音
楽
堂
で
開
催
さ

れ
、
各
府
県
退
職
者
連
合
最
高
齢
者

６
人
が
壇
上
で
紹
介
さ
れ
、
来
年
も

元
気
に
参
加
で
き
る
よ
う
祈
念
し
て

長
寿
祝
い
の
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま

し
た
。
式
典
終
了
後
は
、
大
阪
城
天

守
閣
、
日
本
庭
園
な
ど
を
散
策
、
歩

く
こ
と
に
よ
っ
て
健
康
な
体
づ
く
り

を
し
な
が
ら
、
互
い
の
交
流
も
深
め

合
う
楽
し
い
一
日
に
な
り
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
皆
様
お
疲
れ
様
で
し
た
。

来
年
は
奈
良
で
会
い
ま
し
ょ
う
！

秋
の
大
阪
城
へ
１
２
０
０
人

２
０
２
５
退
職
者
連
合
ハ
イ
キ
ン
グ

和
歌
山
退
職
者
連
合
第
32
回
総
会

が
、
12
月
４
日(

木)

に
プ
ラ
ザ
ホ
ー

プ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
は
じ
め
に

今
年
亡
く
な
っ
た
会
員
に
対
す
る
黙

祷
を
行
い
、
藤
田
会
長
、
来
賓
の
連

合
和
歌
山
山
本
会
長
の
挨
拶
に
続
き
、

執
行
部
か
ら
経
過
報
告
、
決
算
報
告
、

会
計
監
査
報
告
、
さ
ら
に
活
動
方
針

案
、
予
算
案
等
に
つ
い
て
提
案
が
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
満
場
一
致
で
可
決
、

承
認
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
退
職
者

の
会
の
幹
事
は
、
上
田
長
司
か
ら
小

林
茂
に
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

第
32
回
総
会

  

和
歌
山
県
支
部
協
議
会

 
 
 

事
務
局
次
長

大
﨑
慶
樹

グラウンドゴルフ大会

11月13日（水）に和歌山東公園市民球場で、和歌山退
職者連合主催の第17回グラウンドゴルフ大会が、素晴ら
しい晴天に恵まれて８組織から総勢79名が参加、熱戦を
繰り広げました。

退職者連合第17回

表彰式では、NTT退職者の
会６地区協53名から上位入賞
者が続出し、男女とも優勝・
準優勝を独占しました。

男性１位 田中さん

【
役
員
四
役
】

会
長

藤
田

利
章

（
情
報
労
連
）

副
会
長

福
本

俊
次

     

（
自
治
労
）

副
会
長

寺
口

一
廣

（
Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ
ン
）

事
務
局
長

桝
本

晃
次

（
Ｊ
Ｐ
労
組
）

事
務
局
次
長

鈴
木

淳

（
連
合
和
歌
山
）

◆主な行事日程
 ①囲碁・将棋大会

  中止
 ②世界遺産保全活動

  (道普請ウォーク）
中止

 ③ゴルフ大会
2026年5月頃

 ④高齢者集会
2026年9月頃

 ⑤近畿ﾌﾞﾛｯｸﾊｲｷﾝｸﾞ
  2026年10月頃

今
年
の
会
場
は
、

戦
国
乱
世
を
栄
華

と
動
乱
の
歴
史
が

刻
む
天
下
人
『
豊

臣
秀
吉
』
ゆ
か
り

の
地
、
『
近
畿
は

ひ
と
つ
』
を
合
言

葉
に
、
近
畿
６
府

県
の
退
職
者
連
合

か
ら
総
勢
１
２
０

０
名
が
大
阪
城
公

園
に
集
い
ま
し
た
。

和
歌
山
退
職
者
連
合



＜１３＞ NTT労働組合退職者の会 和歌山県支部協議会 ２０２６年１月１日

な

・ 

仲
良
し
も
足
並
み
揃
え
八
十
路
な
り

・ 

何
事
も
な
い
人
生
は
幸
せ
だ

    

・ 

何
し
て
も
ツ
イ
て
な
い
の
は
運
の
つ
き

・ 

な
ぞ
な
ぞ
し
孫
に
は
い
つ
も
負
け
て
ま
す

に

・ 

人
気
者
ク
ラ
ス
に
一
人
居
り
ま
し
た

・ 

似
た
者
が
今
日
も
皆(

ミ
ン
ナ)

で
た
む
ろ
す
る

・ 

似
て
も
な
い
あ
れ
で
親
子
と
言
え
る
の
か

・ 

二
回
目
だ
昨
日
も
忘
れ
今
日
も
又

ぬ  

・ 

抜
か
さ
れ
て
置
い
て
け
ぼ
り
で
最
後
尾

・ 

縫
い
針
の
穴
が
小
さ
い
老
眼
に

・ 

濡
れ
ま
し
た
に
わ
か
雨
に
は
打
つ
手
無
し

・ 

盗
ま
れ
た
マ
ン
ホ
ー
ル
ふ
た
売
り
出
さ
れ

ね

・ 

年
季
明
け
一
人
前
の
大
工
さ
ん

・ 

熱
中
症
深
部(

シ
ン
ブ)

体
温
上
が
り
ま
す

・ 

年
期
物
放(

ホ)

る
に
放
れ
な
い
記
念
品

・ 

猫
じ
ゃ
ら
し
買
っ
て
は
み
た
が
無
視
さ
れ
た

の  

・ 

飲
ま
ず
し
て
い
ら
れ
な
い
よ
と
深
酒
し

・ 

の
み
の
市
掘
り
出
し
物
に
出
会
う
か
な

・ 

農
作
業
暑
い
寒
い
は
問
い
ま
せ
ん

    

・ 

残
っ
て
た
ク
ジ
を
引
い
た
ら
大
当
た
り

                         
 

串
本
地
区
協
議
会

植
松
洵
子

新
シ
リ
ー
ズ

パ
ー
ト
１
（
な
～
の
）

あ
い
う
え
お
川
柳

今
年
の
干
支   

（
丙
午
）

作
者    

串
本
地
区
協
議
会

        
 

 
 

植
松
洵
子

募集
会員の皆さまからの私の趣味・特

技・ペット自慢・野菜づくり等、気
軽にご投稿してください。お待ちし
ています。
400文字以内で写真２枚まで添付し
て、地区協役員または、県支部協へ
送付してください。

＜つれもていこら編集担当＞

天神崎を清掃

田辺西牟婁地区協議会
  会長 小林 茂

（田辺・西牟婁地区協議会）

10月26日（日）、「天神崎の自然
を「大切にする会」の皆さんや、

ボランティアの方々と天神崎の清掃活動をおこないました。
今にも雨が降りそうな曇天ではありましたが、釣り人や磯

遊びをする家族連れが訪れ、日本の「ウユニ塩湖」と言われ
る天神崎の豊かな自然を満喫されているようでした。
この憩いの場所にも未だ「ゴミ」の不法投棄がみられます。

約１時間の活動でしたが、軽トラック１台分のゴミを回収し
ました。ゴミの中には海外からの漂着物や釣り人が破棄した
釣り糸や釣り針などがあり、以前には「大切にする会」の方
が回収しようとした釣り針で怪我をされたそうです。
豊かな自然が残された天神崎は守るべき私たちの貴重な財

産として、これからも継続した取り組みを行っていきたいと
思います。
引き続き皆様方のご協
力をお願いいたします。



念
願
の
富
士
山
へ
登
る
た
め
、
約

３
ヶ
月
か
け
て
持
病
の
膝
・
腰
痛
に

耐
え
な
が
ら
近
隣
の
山
々
を
登
っ
て

み
ま
し
た
。
そ
の
中
で
一
度
ハ
プ
ニ

ン
グ
が
あ
り
、
登
山
道
を
滑
り
落
ち
、

気
付
け
ば
顔
と
の
距
離
が
約
50
㎝
先

に
マ
ム
シ
が
い
て
、
身
動
き
で
き
な

い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

さ
て
、
富
士
登
山
は
山
梨
県
側
の

吉
田
ル
ー
ト
五
合
目
を
出
発
し
、
順

調
に
六
合
目
、
七
合
目
の
宿
泊
先
山

小
屋
に
到
着
。
こ
の
間
な
だ
ら
か
な

赤
土
道
、
急
な
岩
場
道
を
繰
り
返
し
、

ふ
と
振
り
返
る
と
「
こ
ん
な
に
高
く

ま
で
登
っ
た
の
か
」
と
感
心
し
ま
し

た
。山

小
屋
で
は
き
れ
い
な
夕
日
、
夕

食
後
の
20
時
に
は
強
制
消
灯
、
中
々

眠
れ
ず
に
気
付
け
ば
４
時
。
起
床
し

て
富
士
山
か
ら
見
る
初
め
て
の
「
ご

来
光
」
に
感
動
し
ま
し
た
。
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有
田
郡
市
地
区
協
議
会

会
長

嶋
本
佳
和

「富
士
登
山
」

《
有
田
郡
市
地
区
協

嶋
本
佳
和

》

朝
食
後
、
６
時
に
山
小
屋
を
出
発

し
、
崖
を
登
る
よ
う
な
急
勾
配
と
岩

だ
ら
け
の
道
の
り
に
上
を
見
る
た
び
、

た
め
息
が
出
て
八
合
目
、
九
合
目
へ

登
る
に
つ
れ
、
き
つ
く
な
り
休
憩
が

長
く
な
り
ま
し
た
。
ま
た
前
日
と
比

べ
て
か
な
り
寒
く
、
強
風
で
何
度
も

手
す
り
ロ
ー
プ
に
し
が
み
つ
い
た
の

を
覚
え
て
い
ま
す
。
実
際
毎
年
数
人

が
亡
く
な
り
『
富
士
山
を
な
め
て
は

い
け
な
い
』
と
痛
感
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
。

約
４
時
間
半
か
か
っ
た
頂
上
到
着

は
悪
戦
苦
闘
の
う
え
、
鳥
居
を
く
ぐ

り
、
よ
う
や
く
達
成
で
き
ま
し
た
が
、

頂
上
の
景
色
は
ガ
ス
の
発
生
で
残
念

な
が
ら
期
待
し
て
い
た
雲
海
は
見
ら

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

  

頂
上
で
は
昼
食
後
の
12
時
に
下
山

し
、
し
ば
ら
く
は
順
調
で
し
た
が
、

膝
・
腰
痛
に
加
え
霧
が
発
生
し
、
あ

っ
と
言
う
間
に
数
メ
ー
ト
ル
先
が
見

え
ず
ド
シ
ャ
降
り
の
雨
の
中
、
視
界

が
悪
く
寒
さ
に
耐
え
な
が
ら
の
下
り

６
時
間
で
し
た
。
し
か
し
途
中
か
ら

無
機
質
な
風
景
か
ら
徐
々
に
草
木
も

見
え
始
め
、
幾
つ
も
の
表
情
を
持
つ

富
士
山
に
感
動
し
な
が
ら
五
合
目
に

到
着
し
ま
し
た
。

今
回
き
つ
い
経
験
で
し
た
が
、
達

成
感
が
あ
り
挑
戦
し
て
良
か
っ
た
と

思
い
ま
し
た
。
ま
た
い
つ
か
挑
戦
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

唯
一
の
戦
争
被
爆
国
と
し
て
、
核
兵

器
廃
絶
と
世
界
の
恒
久
平
和
を
求
め
る
、

私
た
ち
の
願
い
を
、
こ
の
署
名
に
こ
め

て
国
連
と
日
本
政
府
に
届
け
る
も
の
で

す
。会

員
本
人
の
署
名
に
つ
い
て
は
、
県

支
部
協
議
会
に
て
一
括
登
録
を
行
い
ま

す
が
、
家
族
や
親
せ
き
、
友
人
等
の
署

名
に
つ
き
ま
し
て
は
、
地
区
協
議
会
か

ら
お
願
い
を
し
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

和
歌
山
県
支
部
協
議
会

会
長

藤
田
利
章

世
界
の
恒
久
平
和
へ
！

核
兵
器
廃
絶

一
〇
〇
〇
万
署
名
へ
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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新
役
員
（
敬
称
略
）

会
長

嶋
本

佳
和(
新)

副
会
長

柳
淵
ち
づ
子

〃

畑
中

美
嗣(

新)

事
務
局
長

田
中

康
仁(

再)

事
務
局
次
長

平
木

和
子

〃

玉
置

照
子

〃

湊

博
行

幹
事

石
本

一
也

〃

北
畑

寛
良

会
計
監
査

松
下

禮
子

〃

 
 

藪
井

美
紀

顧
問

堀
川

明

有
田
郡
市
地
区
協
議
会

11
月
23
日
（
土
）
、
第
27
回
定
期

総
会
を
有
田
市
宮
原
町
の
橘
家
に
お

い
て
開
催
し
ま
し
た
。

会
員
30
名
、
来
賓
に
県
支
部
協
か

ら
上
田
事
務
局
長
、
グ
ル
連
か
ら
矢

田
事
務
局
長
に
出
席
し
て
頂
き
ま
し

た
総
会
の
司
会
担
当
に
北
畑
幹
事
を

任
命
、
有
田
川
町
の
東
さ
ん
を
大
会

議
長
に
選
出
し
、
議
長
の
合
図
で
物

故
会
員
へ
の
黙
祷
の
後
、
田
中
会
長

の
あ
い
さ
つ
、
来
賓
あ
い
さ
つ
と
続

き
、
議
案
提
案
・
質
疑
応
答
と
総
会

は
順
調
に
進
行
し
ま
し
た
。

最
後
に
、
会
長
以
下
新
体
制
が
承

認
さ
れ
、
嶋
本
新
会
長
の
あ
い
さ
つ

で
は
、
会
員
数
の
減
少
に
危
機
意
識

を
抱
い
て
お
り
、
『
退
職
者
の
会
に

入
会
し
て
良
か
っ
た
な
』
と
言
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
取
り
組
む
こ
と
を
表

明
し
ま
し
た
。
役
員
の
シ
ャ
ッ
フ
ル

は
あ
り
ま
し
た
が
顔
ぶ
れ
は
変
わ
ら

ず
、
予
定
時
間
内
に
終
了
し
、
新
年

度
の
ス
タ
ー
ト
を
き
り
ま
し
た
。

懇
親
会
で
は
、
久
し
振
り
の
懐
か

し
い
顔
を
み
て
、
い
ろ
い
ろ
な
話
題

で
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
、
カ
ラ

オ
ケ
・
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
・
ク
イ
ズ
で

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

御
坊
・
日
高
地
区
協
議
会

各
地
区
協

第
27
回
総
会
模
様

有
田
郡
市
地
区
協
議
会

事
務
局
長

田
中
康
仁

11
月
23
日(

日)

11
時
か
ら
御
坊
・

日
高
地
区
協
議
会
第
27
回
総
会
を
、

日
高
川
町
鐘
巻
「
雲
水
」
に
て
来
賓

２
名
含
め
て
23
名
で
開
催
し
ま
し
た
。 

年
々
参
加
者
も
減
少
し
て
今
年
の

質
疑
も
少
な
く
、
地
区
協
内
の
催
事

に
対
し
て
、
周
知
方
法
に
問
題
意
見

も
出
て
、
今
後
は
会
員
へ
広
範
囲
に

周
知
し
て
い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

役
員
選
任
に
つ
い
て
は
大
岡
ト
モ

エ
さ
ん
の
退
任
を
確
認
し
て
今
年
度

は
１
人
減
員
で
頑
張
る
事
と
し
ま
す
。 

皆
様
の
ご
協
力
の
も
と
、
懇
親
会

時
間
は
長
く
、
福
引
き
や
カ
ラ
オ
ケ

を
楽
し
み
ま
し
た
。

会
長 

 

村
上

良
子

副
会
長 

 

岡
本

進

〃

深
見

好
美

事
務
局
長

林

修
造

事
務
局
次
長

松
本

多
喜
子

幹
事

大
岡

ト
モ
エ

〃

南
部

幸
彦

〃

土
谷

敏
彰

〃

吉
田

稔

〃

土
用

仁
史(

新)

会
計
監
査

谷
野

泉
水

〃

 

黒
井

美
晴(

新)

 
 

御
坊
日
高
地
区
協
議
会

事
務
局
長

林

修
造

新
役
員
（
敬
称
略
）

懇親会

総 会

総 会

懇親会

嶋本新会長
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第
27
回
定
期
総
会
は
、
11
月
29
日

（
土
）
、
銀
ち
ろ
本
店
に
お
い
て
来

賓
・
幹
事
・
会
員
、
合
わ
せ
て
38
名

の
出
席
の
も
と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

谷
村
哲
彦
さ
ん
を
議
長
に
選
出
後
、

こ
の
一
年
間
に
亡
く
な
ら
れ
た
会
員

に
黙
祷
を
捧
げ
た
後
、
小
林
会
長
よ

り
開
会
に
あ
た
っ
て
の
挨
拶
が
あ
り
、

引
き
続
い
て
県
支
部
協
の
藤
田
会
長
、

グ
ル
連
の
吉
田
会
長
、
谷
口
県
議
、

松
上
田
辺
市
議
か
ら
挨
拶
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
議
事
に
入
り
こ
の
１
年

を
振
り
返
っ
て
・
２
０
２
４
年
度
会

計
報
告
・
２
０
２
５
年
度
の
活
動
の

進
め
方
・
２
０
２
５
年
度
の
予
算
案

等
が
議
案
書
通
り
全
会
一
致
で
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

永
年
幹
事
の
表
彰
で
は
、
中
岡
文

生
さ
ん
（
10
年
）
、
石
津
晃
さ
ん
（

15
年
）
に
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
、
長

年
の
活
動
に
御
協
力
を
い
た
だ
い
た

お
２
人
に
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま

し
た
。

 

総
会
終
了
後
は
懇
親
会
に
入
り
、

テ
ー
ブ
ル
方
式
で
、
皆
さ
ん
に
ゆ
っ

く
り
と
座
っ
て
い
た
だ
い
て
の
会
食

と
な
り
ま
し
た
。

久
し
ぶ
り
の
旧
交
を
温
め
大
盛
り

上
が
り
の
中
、
各
サ
ー
ク
ル
代
表
者

に
よ
る
活
動
報
告
や
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー

ム
で
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
、
名
残
り

尽
き
ぬ
中
で
の
閉
会
と
し
ま
し
た
。

新
幹
事
（
敬
称
略
）

 

池
田
孝
生

石
津

晃

 

今
村
ひ
ろ
み

岩
間
勇
二

   

岡
野
久
美
子  

尾
前
陽
三

澤
田
加
代
子

芝

洋

 

清
水
理
永  

下
地
勝
美

庄
司

宏

勢
田
久
文 

谷
村
哲
彦 

谷
本
修
次
郎

津
田

満 
 

當
仲
由
紀
子

中
岡
文
生

野
口
健
三    

 

原

進
一

藤
井
み
よ
か

   

水
本
静
子 

 

溝
端
省
三

室
一
佐
枝

山
口

進

 

弓
場
久
男

吉
田
康
夫

             

田
辺
・
西
牟
婁
地
区
協
議
会

  

事
務
局
長

深
見
邦
男

新
役
員
（
敬
称
略
）

 

会
長

小
林

茂

（
支
部
協
副
会
長
兼
務
）

 

副
会
長

戎
脇

正

 

〃

釣
本

文
子

事
務
局
長

深
見

邦
男

事
務
局
次
長

谷
口

孝
夫

 

会
計
監
査

泉

征
治

 

〃

 
 

水
本

静
子

田
辺
・
西
牟
婁
地
区
協
議
会

懇親会 小林会長あいさつ

懇親会

10
月
23
日(

木)

、
「
２
０
２
５
年
Ｎ

Ｔ
Ｔ
西
日
本
和
歌
山
支
店
退
職
者
交
流

会
」
が
、
ダ
イ
ワ
ロ
イ
ネ
ッ
ト
ホ
テ
ル

和
歌
山
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

初
め
に
主
催
者
を
代
表
し
て
Ｎ
Ｔ
Ｔ

西
日
本
和
歌
山
支
店
岩
元
支
店
長
か
ら

挨
拶
が
あ
り
、
電
友
会
平
岡
支
部
長
、

退
職
者
の
会
藤
田
会
長
の
挨
拶
の
後
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
和
歌
山
支
店
徳
田
室
長

の
乾
杯
の
発
声
で
懇
親
会
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
今
年
も
紀
南
方
面
に
バ
ス

配
車
し
、
総
勢
２
０
０
名
が
集
い
、
久

々
の
再
会
に
お
互
い
の
元
気
な
姿
に
喜

び
合
い
、
思
い
出
話
や
現
役
時
代
の
昔

話
に
会
話
も
弾
み
、
和
歌
山
市
地
区
協

の
サ
ー
ク
ル
「
民
踊
ひ
ま
わ
り
会
」
に

よ
る
踊
り
の
披
露
や
、
和
歌
山
支
店
幹

部
に
よ
る
カ
ラ
オ
ケ
の
熱
唱
で
会
場
は

盛
り
上
が
り
、
和
や
か
な
交
流
会
に
な

り
ま
し
た
。

退
職
者
交
流
会

  

グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
で
開
催

総 会
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12
月
10
日
（
水
）
、
串
本
地
区
協

議
会
第
27
回
定
期
総
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
11
時
か
ら
の
総
会
で
は
、

先
ず
、
物
故
者
の
方
々
に
黙
と
う
を

捧
げ
ま
し
た
。

来
賓
の
和
歌
山
県
支
部
協
藤
田
会

長
、
グ
ル
ー
プ
連
絡
会
吉
田
会
長
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
和
歌
山
支
店
の
徳
田

事
業
推
進
室
長
の
ご
挨
拶
の
後
、
24

年
度
活
動
報
告
、
会
計
報
告
、
会
計

監
査
報
告
、
25
年
度
活
動
方
針
（
案

）
、
予
算
（
案
）
の
報
告
が
さ
れ
ま

し
た
。
２
件
の
意
見
提
起
が
あ
り
、

今
後
、
役
員
会
で
検
討
し
て
い
く
こ

と
と
し
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

引
き
続
い
て
12
時
か
ら
懇
親
会
。

食
事
の
後
は
４
種
類
の
ゲ
ー
ム
で
笑

い
も
あ
り
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま

し
た
。

串
本
地
区
協
議
会

会
長

平
澤
博
美

新
宮
・
東
牟
婁
地
区
協
議
会

串
本
地
区
協
議
会

新
宮
・
東
牟
婁
地
区
協
議
会

会
長

井
上
信
也

新
役
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

役
員

  

会
長

井
上

信
也

副
会
長

福
嶋
古
味
枝

〃

岡
風
呂
安
伸

事
務
局
長

松
本

光
生

会
計
監
査

沖

博
文

 

〃

 

清
水

洋
美

新
役
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

役
員

 
 

会
長

平
澤

博
美

副
会
長

津
井

啓
二

事
務
局
長

矢
本

志
登
美

事
務
局
次
長

竹
田

正
俊

幹
事

植
松

洵
子

会
計
監
査

松
下

博
之

〃

高
尾

榮
子

第
27
回
定
期
総
会
に
つ
い
て
は
、

令
和
７
年
11
月
22
日
（
土
）
17
時

よ
り
新
宮
市
内
の
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
パ

レ
ス
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

会
員
19
名
、
来
賓
４
名
の
23
名

で
議
案
書
に
沿
っ
て
活
動
報
告
及
び

会
計
報
告
、
令
和
７
年
度
活
動
方
針

等
を
提
案
し
全
員
賛
成
で
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

▼
「
働
い
て
働
い
て
働
い
て
働
い
て

働
い
て
ま
い
り
ま
す
」
が
2
０
２
５

年
流
行
語
大
賞
の
年
間
大
賞
に
選
ば

れ
た
。
つ
れ
も
て
い
こ
ら
7
月
１
日

号
の
本
欄
で
予
想
し
た
「
古
古
古
米

や
、
万
博
関
連
」
は
ト
ッ
プ
10
に
入

り
ま
し
た
が
、
や
は
り
１
年
の
前
半

で
の
出
来
事
と
、
後
半
の
後
出
し
ジ

ャ
ン
ケ
ン
の
方
と
で
は
、
人
々
に
与

え
る
印
象
は
後
者
に
強
く
残
る
と
い

う
法
則
の
通
り
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

「
働
い
て
・
・
」
は
、
世
の
働
き
す

ぎ
に
逆
行
す
る
言
葉
だ
と
非
難
の
声

も
あ
る
中
で
、
初
の
女
性
首
相
高
市

さ
ん
へ
の
流
行
語
事
務
局
の
忖
度
だ

と
の
声
も
耳
に
し
ま
す
が
、
「
働
い

て
・
・
」
の
結
果
は
、
ま
ず
、
景
気

回
復
が
国
民
の
期
待
で
す
。
▼
令
和

８
年
は
丙
午
。
つ
れ
も
て
い
こ
ら
の

表
紙
に
掲
載
す
る
絵
馬
を
求
め
て
県

内
数
か
所
の
神
社
に
参
拝
。
こ
こ
数

年
の
絵
馬
の
特
徴
と
し
て
、
高
校
の

美
術
部
員
ら
に
よ
る
力
作
が
目
立
ち
、

新
年
の
願
い
を
込
め
制
作
し
た
作
品

を
氏
神
に
奉
納
す
る
傾
向
に
あ
り
、

来
年
は
そ
の
絵
馬
を
表
紙
に
掲
載
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
▼
小
型
ロ

ケ
ッ
ト
「
カ
イ
ロ
ス
3
号
機
」
の
3

度
目
の
挑
戦
が
、
2
０
2
６
年
2
月

25
日
と
発
表
さ
れ
た
。
暦
で
は
当
日

は
奇
し
く
も
庚
午
、
“
今
回
こ
そ
成

功
し
て
ほ
し
い
〟
と
60
年
に
一
度
の

丙
午
年
の
午
の
日
が
、
素
晴
ら
し
い

日
で
あ
る
よ
う
に
、
和
歌
山
県
民
は

願
い
、
期
待
し
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、
懇
親
会
に
移
り
時
間
の

許
す
限
り
全
員
で
更
な
る
地
区
協
の

発
展
に
向
け
て
、
意
見
交
換
や
近
況

報
告
を
各
々
の
会
員
同
士
で
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

公 

園 

前

編
集
◆
◇

◇
◆
後
記

総 会懇親会でゲーム

総 会

懇親会



＜１８＞ NTT労働組合退職者の会 和歌山県支部協議会 ２０２６年１月１日

梅
田

実
知
雄
（
田
辺
西
牟
婁
）

加
藤

富
三
子
（
田
辺
西
牟
婁
）

山
口

進

（
田
辺
西
牟
婁
）

峯

純
一
郎

（
田
辺
西
牟
婁
）

町
田

啓
子

（
田
辺
西
牟
婁
）

潮
﨑

茂
代

（
串
本
）

瓜
田

一
行

（
串
本
）

吉
田

一
明

（
新
宮
東
牟
婁
）

正
崎

み
ず
ほ
（
新
宮
東
牟
婁
）

髙
橋

益
江

（
新
宮
東
牟
婁
）

11
月村

上

紀
美
子
（
和
歌
山
市
）

布
袋

婦
自
子
（
和
歌
山
市
）

谷
所

渉

（
海
南
海
草
）

寺
澤

行
雄

（
海
南
海
草
）

嶋
田

利
喜

（
有
田
郡
市
）

中
村

初
代

（
有
田
郡
市
）

井
藤

満
人

（
御
坊
日
高
）

吉
原

ひ
と
み
（
御
坊
日
高
）

宮
津

茂
子

（
田
辺
西
牟
婁
）

岩
間

幸
子

（
田
辺
西
牟
婁
）

12
月安

川

博
己

（
橋
本
伊
都
）

新
座

勝
信

（
橋
本
伊
都
）

松
原

幹
子

（
那
賀
）

有
田

あ
さ
子
（
和
歌
山
市
）

長
谷
川

清
史
（
海
南
海
草
）

若
野

八
重
子
（
有
田
郡
市
）

西
本

活
由
紀
（
御
坊
日
高
）

お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す

米
寿

10
月本

下

廣
子

（
有
田
郡
市
）

11
月赤

井

政
次

（
那
賀
）

西
川

久
之

（
和
歌
山
市
）

高
田

正
俊

（
和
歌
山
市
）

12
月森

見

光
代

（
海
南
海
草
）

梶
垣

家
七

（
有
田
郡
市
）

あ
り
が
と
う
基
金
（
敬
称
略
）
「
令
和
７
年
10
月
～
12
月
」

中
野

孝
次

（
御
坊
日
高
）

津
田

満

（
田
辺
西
牟
婁
）

岡
本

雅
子

（
田
辺
西
牟
婁
）

竹
田

正
俊

（
串
本
）

古
希

10
月井

畑

功

（
那
賀
）

上
田

文
子

（
那
賀
）

筒
井

直
己

（
和
歌
山
市
）

井
ノ
上

雅
敏
（
和
歌
山
市
）

長
谷
川

厚
子
（
和
歌
山
市
）

宮
本

義
博

（
御
坊
日
高
）

石
橋

良
哲

（
田
辺
西
牟
婁
）

山
本

和
遵

（
田
辺
西
牟
婁
）

井
本

郁
生

（
新
宮
東
牟
婁
）

11
月

  

榎
本

武
志

（
和
歌
山
市
）

古
田

千
賀
代
（
海
南
海
草
）

太
田

明
男

（
新
宮
東
牟
婁
）

12
月今

西

康
二

（
橋
本
伊
都
）

宮
本

謙
次

（
那
賀
）

杉
本

文
雄

（
和
歌
山
市
）

亀
井

昇

（
有
田
郡
市
）

磯
崎

弘

（
御
坊
日
高
）

玉
置

正

（
御
坊
日
高
）

松
田

仁

（
御
坊
日
高
）

佐
本

眞
男

（
田
辺
西
牟
婁
）

秋
武
良
子

 

91
歳
（
和
歌
山
市
）

駿
河
美
智
子 

92
歳
（
和
歌
山
市
）

石
関
壽
一

 

74
歳
（
和
歌
山
市
）

岡
﨑
正
通

 

66
歳
（
田
辺
西
牟
婁
）

坂
中
義
広

 

81
歳
（
橋
本
伊
都
）

藤
村
周
二   

82
歳
（
那
賀
）

今
林
三
千
夫 

80
歳
（
橋
本
伊
都
）

松
下
隆
行

 

77
歳
（
田
辺
西
牟
婁
）

福
田
千
代
子 

84
歳
（
田
辺
西
牟
婁
）

新
し
い
仲
間
で
す

笠
松

聰

（
和
歌
山
市
）

石
関

茂
美

（
和
歌
山
市
）

■第26回 囲碁・将棋大会
参加者減少のため中止

■道普請ウォーク
（世界遺産保全活動）
熊の出没情報があるため中止

■第18回グラウンドゴルフ大会
1．開催予定 2026年11月
2．場 所 和歌山東市民球場

      詳細は決定次第、別途連絡します。

喜
寿

10
月松

田

光
一

（
那
賀
）

梅
山

小
夜
子
（
那
賀
）

奥

優

（
那
賀
）

田
中

廣
次

（
和
歌
山
市
）

宮
脇

正
好

（
和
歌
山
市
）

林

真
理
子

（
和
歌
山
市
）

津
多

雅
幸

（
和
歌
山
市
）

杉
浦

裕
三

（
和
歌
山
市
）

岩
橋

晴
男

（
和
歌
山
市
）

椎
木
尾

和
直
（
海
南
海
草
）

村
上

良
子

（
御
坊
日
高
）

濱
中

英
二

（
田
辺
西
牟
婁
）

楠
本

雅
一

（
田
辺
西
牟
婁
）

お
悔
や
み
申
し
あ
げ
ま
す

＜お知らせ＞
和歌山退職者連合 行事予定
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クイズに答えて賞品をゲットしよう！
抽選で正解者２０名の方に賞品をプレゼントします！
当選者は、ホームページ及び「つれもていこら4月1日号」
に掲載いたします。

◆数独基本ルール
①タテ９列、ヨコ９列のどの列にも1～9 の数字が１つ入る。
②太線で囲まれた３×３のどのﾌﾞﾛｯｸにも、1～9の数字が

１つ入る。

◆二重枠の合計数を右の
枠内に記入してください

クイズの解答・地区協名・住所・氏名・電
話番号・「つれもていこら」への意見、感
想を記入して、ファクス送信もしくは郵送
（ハガキ等）して下さい。
応募締め切り：2026年1月１6日(金)
（郵送は当日消印有効）

＜解答の送付先＞
〒640－8146 和歌山市一番丁５
 ＮＴＴ労組退職者の会和歌山県支部協議会

FAX（073）425-2545
       TEL (073)421-9491

４ １ ６ ５

６ ７ ９

９ ８ １ ６

３ ７

７ ８

２ ６ ５ １ ３

４ ７

４ ３ ９

２ １ ４

謹
ん
で
新
春
の

お
喜
び
を
申
し
上
げ
ま
す

皆
様
方
の
温
か
い
ご
支
援
ご
協
力
に
感
謝
し
御

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

憲
法
の
「
平
和
主
義
・
国
民
主
権
・
基
本
的
人

権
の
尊
重
」
の
三
原
則
を
ま
も
り
、
医
療
や
介
護

を
は
じ
め
と
す
る
社
会
保
障
制
度
の
充
実
・
安
定

等
、
人
に
優
し
く
国
民
生
活
重
視
の
政
治
を
め
ざ

し
そ
れ
ぞ
れ
の
持
ち
場
で
頑
張
り
ま
す
。

あ
わ
せ
て
皆
様
方
の
声
や
要
望
を
聞
か
せ
て
頂

き
政
治
に
反
映
し
て
い
き
ま
す
。

引
き
続
き
皆
様
方
の
ご
支
援
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

組
織
内
・
参
議
院
議
員

吉
川

さ
お
り

組
織
内
・
参
議
院
議
員

石
橋

み
ち
ひ
ろ

和
歌
山
県
議
会
議
員

藤
本

ま
り
こ

【
Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
組
重
点
・
政
策
議
員 

】

 
 

和
歌
山
市
・
市
議
会
議
員

山
本

忠
相

有
田
市
・
市
議
会
議
員

堀
川

明

湯
浅
町
・
町
議
会
議
員   

 

石
本 

 

一
也

二
〇
二
六
年
一
月
一
日

 

新春お年玉クイズ（数独）

解答

地区協名

住　　　所

氏　　　名

電話番号

「つれもていこら」
への意見・感想



NTT労組組合員の皆さま、退職者
の会会員の皆さま、新年明けまして
おめでとうございます。

旧年中も引き続き、私の政治活動
に対し、大きなご支援・ご声援を賜
り、誠にありがとうございました。

おかげさまで、私の国政活動も
16年目に入り、お預かりしている
3期目の任期も折り返し点を過ぎま
した。今期も、参議院立憲民主党の
国会対策委員長筆頭代理と参議院議
院運営委員会の野党筆頭理事を継続
して拝命し、国会運営全般に責任を
持つ立場で日々、国政に邁進をしております。

今、物価高騰が続く中で、実質賃金は下落を続け、
年金も増えず、医療や介護も保険料や利用者負担の増
加が続き、その崩壊リスクも高まっています。

また、少子化が加速化し、担い手不足が一層深刻化
することが予測されているにもかかわらず、外国人に
対する排外主義的な風潮が拡がっていることにも懸念
をしています。

私たちは、何としても平和を次代につなぎ、すべて
の市民の人権と、暮らしの安心・安全を守り続けなけ
ればならず、そのためには、労働法制と社会保障制度
の立て直し、税制改革を断行していかなければなりま
せん。

私もその一翼を担いつつ、皆さんのご期待にお応え
出来るよう頑張って参りますので、今年もどうか引き
続きのご支援とご指導を宜しくお願い致します。

２０２６年１月

和歌山県グル連だより
NTT労働組合

和歌山県グループ連絡会

〒640-8146

和歌山市一番丁5

NTT公園前ビル３F
発行責任者 吉田 憲一
編集責任者 矢田 義宗

NTT労働組合ロゴマーク

Tel：073-421-9551・FAX：073-425-2545

NO,
１４０

2026.1.1

新年明けましておめでとうございます

立憲民主党
参議院議員

立憲民主党 参議院議員

組織内 吉川 さおり

石橋みちひ
ろ

（組織内）

関
わ
る
分
野
を
所
管
し
、
初
当
選

以
来
、
一
貫
し
て
所
属
し
て
い
る

委
員
会
で
も
あ
り
ま
す
。

政
策
の
三
本
柱
と
し
て
掲
げ
た

社
会
保
障
「
い
き
る
」
、
消
防
防

災
「
ま
も
る
」
、
情
報
通
信
「
つ

な
ぐ
」
に
つ
い
て
も
引
き
続
き
取

り
組
み
ま
す
。

今
年
度
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
法
等
の
改
正

は
想
定
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
情

報
通
信
関
連
法
案
は
想
定
さ
れ
て

い
ま
す
誰
も
が
安

心
し
て
年
を
重
ね
る
こ
と
の
で
き

る
社
会
を
つ
く
る
べ
く
、
初
心
と

感
謝
の
気
持
ち
を
常
に
携
え
、
前

を
向
い
て
進
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

本
年
も
ど
う
か
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

二
〇
二
六
年
一
月

和歌山県
グループ

連絡会
会長 
吉田 憲一

本
年
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す

Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
組
組
合
員

の
皆
さ
ま
、
退
職
者
の

会
会
員
の
皆
さ
ま
、
い

つ
も
温
か
い
ご
支
援
を

賜
り
、
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

七
月
の
参
院
選
に
お

い
て
、
全
国
各
地
の
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル

ー
プ
の
仲
間
の
皆
様
か
ら
温
か
く

多
大
な
ご
支
援
を
賜
り
、
非
常
に

厳
し
い
状
況
下
で
、
四
期
目
の
議

席
を
参
議
院
に
預
け
て
い
た
だ
き

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

私
、
吉
川
さ
お
り
は
昨
年
一
０

月
二
一
日
に
召
集
さ
れ
た
国
会
に

お
い
て
参
議
院
総
務
委
員
会
の
委

員
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
総
務

委
員
会
は
、
行
政
制
度
、
地
方
行

財
政
、
選
挙
、
消
防
、
情
報
通
信
、

郵
政
事
業
な
ど
国
民
生
活
に
密
接

Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
組
組
合
員
の
皆
さ
ま
、
退
職
者
の

会
会
員
の
皆
さ
ま
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
度
は
本
当
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

改
め
ま
し
て
、
組
織
の
最
重
要
課
題
と
し
て

取
組
ん
だ
、
昨
年
七
月
の
第
二
七
回
参
議
院
議

員
選
挙
に
お
い
て
、
組
織
内
「
吉
川
さ
お
り
」

は
、
す
べ
て
の
組
合
員
と
退
職
者
の
会
会
員
と

そ
の
ご
家
族
の
多
大
な
支
援
を
賜
り
、
非
常
に

厳
し
い
情
勢
の
中
で
し
た
が
、
再
選
を
勝
ち
取

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

私
た
ち
の
雇
用
や
労
働
条
件
を
左
右
す
る
情

報
通
信
政
策
や
社
会
保
障
制
度
を
決
め
る
の
は

「
政
治
の
場
」
で
す
。

昨
年
五
月
に
は
改
正
電
気
通
信
事
業
法
お
よ

び
Ｎ
Ｔ
Ｔ
法
が
成
立
し
、
主
に
、
①
固
定
電
話

の
「
あ
ま
ね
く
提
供
責
務
」
の
廃
止
と
無
線
の

活
用
、
②
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
西
の
「
業
務
範
囲
等
規
制
」

を
緩
和
し
、
県
域
業
務
規
制
の
撤
廃―

―

な
ど
、

私
た
ち
の
働
き
方
が
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、
今
後
は
、
「
Ｎ
Ｔ
Ｔ
法
」
の
廃
止
を

含
め
た
制
度
の
在
り
方
等
の
論
議
が
想
定
さ
れ

て
お
り
、
組
織
内
議
員
等
と
も
連
携
し
た
対
応

が
重
要
で
あ
り
ま
す
。

今
年
も
引
き
続
き
、
政
治
活
動
や
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
活
動
な
ど
、
退
職
者
の
会
と
連
携
し
、

現
役
組
合
員
と
退
職
者
の
会
が
一
体
と
な
っ
た

運
動
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を

お
願
い
致
し
ま
す
。

＜２０＞ NTT労働組合退職者の会 和歌山県支部協議会 ２０２６年１月１日

http://www.ntt-union.or.jp/union/
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